
好事例紹介 NO.２２ (令和４年２月）

【滝 良貞 会長】
西新宿七丁目町会は、都会の中心に位置しながらも下町のよう

な雰囲気のある町会です。子どもからお年寄りまで、挨拶をしあ
う顔の見える関係があり、パトロールをしていると、ご近所の方
から「ご苦労様です」と声をかけてもらうこともあります。

西新宿七丁目町会では、１２月上旬から１月下旬の約２か月間、地域の安全のために防火
防犯パトロールを行っています。このパトロールは毎年恒例で、活動を開始してから令和3年
度で４９年目になりました。

どのような感染対策を行っていますか？

・コロナ対策のため、令和２年度と令和
３年度度は、マスクをして「火の用
心」のかけ声を小さめにして、拍子木
の音で防火・防犯を呼びかけています。

・少人数のグループに分かれて、複数の
経路でパトロールを行っています。

どのようなパトロールですか？

・火災や犯罪の発生しやすい１２月上旬から1月下旬
の約2か月間、平日の午後９時から行っています。

・３０代から９０代まで、幅広い世代が活動していま
す。地域にお住まいの方はもちろん、企業の方も参
加しています。

・活動している方は地域の安全のためというやりがい
を持ち、また、地域の人同士で顔を合わせる機会を
楽しんでいます。

・ごみ拾いや喫煙者の方への
注意も行っています。→
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